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教育目標
人間尊重の精神を基盤とし、一人一人の生徒が心豊かに力強く生き抜く

人材となる基盤をはぐくむための教育を推進する

教育方針
主体的に学び、心身ともに強く明るい子どもを育成する。

重点目標
●授業を大切にし、基礎学力・学習習慣の定着を図る。
●家庭と協力し、規則正しい生活習慣を確立する。
●お互いを認め合い、支え合う集団を育成する。
●全教育活動を通じ、コミュニケーション能力の向上を図る。
●学校・家庭・地域の連携を深め、教育活動を推進する。

●数学の平均正答率が38％と大阪市の平均50％を12％下回った。全国：
51.0％（数）。特に関数とデータの活用での正答率が低かった。また、無回答
率も16.9％と高かった。（市は11.0％）

●英語の平均正答率は35％と大阪市の平均45％を10％下回った。全国
45.6％（英）特に読むことと聞くことの分野での正答率が低かった。また、無

全国学力学習状況調査での質問紙において、先生が補習などで分からない
ところを教えてくれるとの肯定的回答が高いが、家庭での学習や学習計画を
立ててすすめていく習慣が少ない結果がでているため、学校での自主学習の
機会を増やす。また、図書室を活用し、読書活動をより活性化させる。

回答率も10.1％と高かった。（市は6.4％）
●国語の平均正答率は61％と大阪市の平均68％と差が７％であった。全国
69.8％（国）

令和5年度全国学力・学習状況調査

令和5年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査

●男子は長座体前屈と立ち幅跳びは全国平均を下回ったが、その他の種目に
おいて全国平均を上回った。体力合計点も46.55と全国平均を大きく上回る
結果であった。

●女子は長座体前屈においては全国平均を下回ったが、その他の種目全て全
国平均を上回った。男子と同じく体力合計点は54.53と大きく全国平均を上
回った。

●各学年、学期初めに集団行動に取り組むことにより、生徒たちは秩序を守り、
安全面もしっかり考えて体育的活動が行われている。日々の授業でラジオ体
操や補強トレーニングを継続的に行っている。

●水泳の授業において、泳力別にプログラムを実施して、個々生徒の努力もあ
り泳力アップ、スピードアップ、正しいフォームの獲得を目標に取り組んだ。水
泳大会も全学年（学年別）で実施。

●全国体力・運動能力、運動習慣調査において、20mシャトルランと体力合計
点が今後も全国平均を上回るように継続していきたい。

【大阪府下の府立高校】東住吉総合（14）、布施（13）、成城（12）、大阪わかば
（勝山・桃谷）（10）、花園（8）、港（8）、桃谷（通信制・定時制夜間）（8）、阪南（6）、
八尾北（6）、布施工科（5）、阿倍野（4）、今宮工科（4）、大阪府教育センター附属
（4）、布施北（4）、大塚（3）、住吉（3）、東住吉（3）、八尾翠翔（3）、生野（2）、高津
（2）、松原（2）、旭、芦間、市岡、今宮、北野、港南造形、堺西、城東工科、摂津、泉
北、大正白稜、枚岡樟風、茨田、八尾、夕陽丘
【大阪府下の大阪市立高校】大阪ビジネスフロンティア（7）、工芸（3）、生野工
業（2）、桜宮（2）、住吉商業（2）、都島工業（2）、咲くやこの花、鶴見商業、汎愛、
淀商業
【大阪府下の私立高校】大阪商業大学（12）、あべの翔学（8）、上宮（6）、金光藤
蔭（6）、初芝立命館（5）、大阪産業大学附属（4）、興國（4）、大阪学芸（3）、追手

卒業後の進路

門学院大手前（2）、大阪偕星学園（2）、大阪体育大学浪商（2）、大阪電気通信大
学（2）、大阪夕陽丘学園（2）、好文学園女子（2）、四條畷学園（2）、樟蔭（2）、常
翔学園（2）、昇陽（2）、東海大学付属大阪仰星（2）、大阪、大阪学院大学、大阪信
愛学院、大阪桐蔭、関西大学高等部、関西大学北陽、金蘭会、城南学園、相愛、
帝塚山学院、浪速、阪南大学、プール学院、明浄学院、明星、ルネサンス大阪、Ｙ
ＭＣＡ学院、豊翔
【その他（他府県等）の高校】おおぞら高等学院（4）、東大阪市立日新（3）、東朋
（3）、大阪工業高等専門学校（2）、生野支援、四日市メリノール学院、精華、和歌
山工業高等専門学校、桜和、鹿島学園、石見智翠館、東海大学付属静岡翔洋

校長先生のメッセージ

巽中学校では、教育目標である「主体的に学び、心身ともに強く明るい子どもを育成する」を目指し、「チーム巽」で教職員一同、
子どもたちのために全力で教育活動に取り組んでまいります。私自身、慣れ親しんだ地域で、地域、保護者の皆様方と連携しながら、
一緒に子どもたちを見守り、励ましていきたいと考えております。本校の大きな特色の一つに民族学級をはじめとした国際クラブがあり、
多文化共生教育は大きな柱となっております。日々の授業、学校行事、学年・学級活動、部活動等において積極的に取り組み、歴史と
伝統を引き継ぎながら、さらに学校力の向上を図っていきます。

運営に関する計画

①コミュニケーション能力の向上
②基礎学力・学習習慣の定着
③時間や規律を守る生活習慣
④生徒がチャレンジする機会の増加
　（多様な生徒への対応）
⑤グローバル社会に対応した英語力の向上
⑥自己のアイデンティティの確立
⑦基礎体力、全身持久力の向上
⑧外部の人材や資源の積極活用
⑨学校の信頼度の向上
⑩ICT 端末の積極的な活用

【安全・安心な教育の推進】
●年度末の校内調査における「学校での生活が楽
しい」に対して、肯定的な回答をする生徒の割合
を85％以上にする。

【未来を切り拓く学力・体力の向上】
●年度末の校内調査における「学級の生徒との間で話
し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げ
たりすることができていますか」に対して、最も肯
定的な回答をする生徒の割合を45％以上にする。

【学びを支える教育環境の充実】
●月２回のゆとりの日、年１０日以上の学校閉庁日を
設定し、長時間勤務時間を昨年度よりも減少させる。

「特色ある学習活動」　および　「家庭・地域等との連携」

月曜日の6限目の時間を使用し、国際クラブの活動を行っていま
す。韓国・朝鮮にルーツのある生徒が集まるウリ文化部、その他、中国
にルーツのある生徒が集まる中国学級、ベトナムにルーツのある生徒
のベトナム学級など他国にルーツのある生徒は国際多文化部として
学習や体験活動を行っています。
５月の開級式時にソンセンニムからウリ文化部の活動についての
講話があり、「自主性を突き進めていってほしい、また心機一転一緒に
学習していきましょう」。老師より「楽しく活動しましょう。知りたい事を
しっかり調べる活動ができるようにしていきたい」との話もあった。
前年度のソンセンニムからは「中学生っていうのは多感な時期で

す。自分と向き合って自分の感性をしっかり揺さぶり、自分と向き合う
時間を大切にしてほしい」との講話もありました。

校内では水曜日を除く毎日、放課後学習会（学校元気アップ地
域本部事業の取組を含む）を図書室・学習室を利用して行ってい
ます。長期休業中の学習会と合わせて生徒たちが自主的に学ぶ場
（学習の場）として活用されています。（特にテスト前は水曜日も実
施し、参加者がかなり増えます）
校外でも元気アップ地域本部事業の取組として、地域の会館を

会場として土曜日自主学習会を開催しています。大学生や地域の
方にも参加していただき、学習を通じて交流することは、学習への
意欲を高める良い機会となっています。

多様な生徒の対応の場所として多目的安心ルーム（ココカラ
ルーム）を設置しています。不登校（気味）の生徒や外国から来た
生徒、気持ちを落ち着かせてから教室に入りたい生徒など多様な
ニーズに対応できる環境を整えています。個人で課題や学習を進
めたり、読書をしたりして過ごします。カウンセリングルームも別に
あり、SC（スクールカウンセラー）も週1回勤務しています。

開級式と文化活動発表の様子

ココカラルーム 普段の学習会の様子 テスト前学習会

ダンス鑑賞会

音楽鑑賞会

文化庁～学校における
文化芸術鑑賞・体験推進事業


